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は じ め に
Misspelling・誤 字 ・ あ る い は 綴 り違 い とい う言 葉 は
,過 失 や 不 注 意 か ら
働 を 間xる と い う印 象 を 与 え る.し カ・し こ こ で 取 り上 げ る の は 故 意 の
綴 り違 い で あ る 。 まず19世 紀 半 ば に 活 躍 した ア メ リカ の ユ_モ リス ト














協会の代表者であるとい う権威を振 りかざして,た だで見せ物小屋に入
ろ うとした女権運動家に対 し,「払わずに見ることはお断わ りだが,見ず
に払 うことは一向構 わないよ。」と軽 く相手 をかわす見せ物小屋の主人の
ユーモアが,小気味 よく描かれている。しか し読者にとって最 も印象的な
のは・何 といっても全体の半分近 くを占める妙な綴字ではないだろ うか
。引







一 見 r作 者 の 誤 りで は な い か,勘 違 い で は な い か と思 え る 程 に お び た だ
しい 妙 な 綴 字 に 対 し て,WalterBlairは"cacography"とい う呼 び 名 を
用 い2),BromWeberは,"misspelling"とい う表 現 を 当 て て い る3)。ま
た,badspelling,phoneticdialect,eyedialect等の 呼 び 方 も な され て
い る 。
"dialect"であ る とす る な ら,方 言,俗 語 の辞 典 類 に は 取 り上 げ られ て
い る の で あ ろ うか 。 先 に 挙 げ た18語 の うち,standin等4語 は ・ 語 尾 の
[1】音 が[司 に 変 化 した も の で,極 一般 的 な 方 言 形 体 で あ る た め ・ また
axは,一 般 辞 書 に も記 載 され て い る 音 位 転 換 の 代 表 的 な 俗 語 で あ る た め,
除 い て考 え る 。 残 り13語 に つ い て,方 言,俗 語 の 観 点 か ら・4種 の辞 典




Wright,1970)であ る 。 見 出 し語 と して 記 載 され て い る も の は 皆 無 で あ り・
さ らに0.E.D.,Webster系 の 諸 辞 典 に お い て も 同 様 な 結 果 で あ った 。
と い う こ とは,こ れ ら妙 な 綴 字 の 多 くは,方 言,俗 語 とは 別 な 領 域 の も
の で,方 言 と い う概 念 が 含 む 地 理 的,階 級 的 要 因 を 示 す もの とい うよ り・
む しろY作 者 が あ る 特 別 な 意 図 の も と で こ とば を 操 った 結 果 で あ る,と み
な す こ とが 自然 で あ ろ う。
さ らに,こ れ らの 綴 字 の 多 くは,ア メ リカに お い て19世 紀 半 ぽ 頃 か ら
頻 繁 に 用 い られ る よ うに な った もの の,19世 紀 を 代 表 す る 作 家Emerson・・
Poe,Hawthorne,Whitman,Melville等の 作 品 に は ほ とん ど見 られ ず,
Browneらを 中 心 とす る ユ,.....モリス トの あ い だ で 広 く用 い られ て い た こ と
も見 逃 せ な い 。 と い う よ りも,ユ ー モ リス トの ユ ー モ ア追 究 の工 夫 の結 果
が 綴 字 の上 に 表 れ た とい った 方 が 適 当 か も しれ な い 。 綴 字 を 利 用 した ユ ー
モ ア の 出現 に つ い て,Blairは次 の よ う),rY`.まとめ て い る 。
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19世 紀 ア メ リカのユーモ リス トたちは,何 を求めて妙 な綴字を多用 し
た のだろ うか。それは ユーモアとどの ような結びつ きを持 っているのであ
ろ うか・そ してユーモ リス トた ちの頂 点に立つMarkTwainの 作品には
いか に反映 してい るのであろ うか。 ユーモアとの結びつ きを 中心 に,妙 な
綴字 の意味を追究す ることが本論 の 目的 であ る。
1・妙な綴字の使用者たち
19世 紀 の アメ リカ文 学 の 世 界 に は,Emerson,Poe,Thoreau,
Hawthorne等を中心 とす る,ア メ リカン ・ル ネサ ンスの主流 の もとに,
ユーモア とい う趣 きの全 く異 な った潮流が渦巻 いていた 。 フロンテ ィア ラ
イ ンが カ リフォル ニアに まで達 し,さ らに ゴール ドラッシュとい う歓喜 も
重 なって,カ リフォル ニアを中心に,国 内には陽気な雰囲気が濫れ ていた。
数 々の盛衰,失 敗,失 望はあった ものの,喜 劇的 な もの,楽 しい ものへの
関心が急激に高 ま り,新 しい町や金鉱採掘 キ ャンプ等 を中心に,無 名のユ
0モ ア作家が次 々と誕生 してい った 。彼 らは,地 方を巡 ってユーモ ラスな
講演活動 を盛んに行 い,知 的娯楽 シ ョー として人気を さらった。1シ_ズ
ンで100回の講演を こな し・5万 ドル以上 の講演料 を得た者 も出た とい う。
さらに各地で生まれたpennypressと呼ばれ る地方小新聞に,ユ ーモア
濫れ る記事や短編を連 載L,個 腫 かなキ ャラクター姓 み 出 してい ったP
代表的な ユーモ リス トの名 と,彼 らが創造 した主 人公 の名前 を挙げ てお
こ う。





























彼 らの人気は洋の東 西に渡 り,Browneは,ロソ ドンに まで講演旅行に
出かけ人気者 とな った。Lincoln大統領に重用 され る程 の彼 らの人気の高









(こ こ で い うWardと はBrowneの こ と で あ る 。)
大 人 気 を 博 した19世 紀 ユ ー モ リス トの ほ とん どが,先 に 見 た よ うな 妙
な 綴 字 を 多 用 して い る。 中 で も と りわ け 目立 っ て 用 い て い る の は,Shaw,
Locke,Browneら,19世 紀 後 半 に 活 躍 したliterarycomedian(文学 的
コ メデ ィ ア ン)と 呼 ば れ る ユ ー モ リス トた ち で あ る 。 そ こで 三 者 の作 品 を
0つ ず つ 取 り上 げ ,そ こに 見 られ る妙 な 綴 字 の傾 向 を 確 か め て み る こ とに
す る 。Shawの 作 品 か らは"LiveYankees,"Lockeの作 品 か らは"Letters
ofPetroleumV.Nasby,"Browneの作 品 か ら は"Woman'sRights"を
選 ん だ 。"Woman'sRights"につ い て は 冒頭 で 言 及 済 み で あ るの で,こ
こ で は 他 の 二 作 品 の 一 部 を 引 用 して お く。


















内容について簡単に触れ てお こう。前者では,外 国旅行に出かけ て も,
美 しい風景に見 とれ るどころか,ピ ラ ミッ ドの値踏みを始め るヤ ンキ_の
現実主義 が滑稽に語 られ ている。後 者では,戦 争に参加 したいのは山hだ
が・体 調が芳 しくないので参加を断念す るとい うNasbyの言い訳(頭 が
はげ ていてかつ らが必要であるためSふ け症 であ るためな ど)が ,面 白お
か しく描かれ ている。
三編それぞれに テーマが異なるため,用 語にはあ る程度 の差が見 られ る。
しか しsed・SUI11,woodなど三者に共通す る綴字か らみ ると,彼 らは,発
音 と綴 りを一致 させ るとい う目的で,こ うした綴字を考案 した と判断で き
る。そ こで・音 と綴 りの関わ りを基準 に,三 者 の用いた妙 な綴字 の代表的
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[表1] 標準発音を示す綴字








































































【表2】 非標 準 発音 を示 す綴字
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に短 い ものである・ しか しそれ ぞ繍 よそ120語 a60語,100語 の妙 な
綴字を含んでいる・そ の割合の多 さにを唖 然 とするほ どである.こ の うち,
辞顯 に記鞠 ミあるのは・非灘 発音の語の うち,darter,natral,t。ther
な ど数語にす ぎない。標準発音 の語については,沢 田敬也氏著 「ア メ リカ
文学方言辞典』(オ セアニア出版,1984)に,sed,wimin,blewなどが
eyedialectである とい う説 明が記 され ているだけで
,他 の辞典類 におけ
る記載は皆無 であ る8)。
便宜上の分類を試みたが,こ れ 以上 の音声学的 アプローチ,及 び方言 と
しての分析にはあま り意味がない ように思 える。なぜな ら,第 一に,単 一
音に対 して単0表 記 とい う方針が完全ウこ貫かれ ているわけでは ないL
,第
二に,同 一作者が,あ る時 には ニ ューイ ングラン ド方言を用い,ま たある
時には南部方言を とい う具合に,こ とばの地域性が一 貫 していないためで
ある。
これ らの綴字は,あ る個人の発 した音 を ごく自然に綴字 に再現 させた も
のなのだ。つ ま り,方 言 であるな しにかかわ らず,実 際に聞 こえた通 りを}
灘 的 な綴字 撫 視 して・文字 に投影 し表記 した結果なのであ る.[rait]
とい う発音の語に"gh"は 不要であ り,[z]の音 を表記す るための綴字は
"s"では な く"Z"でなければ な らない とい う考}方 なのだ。本論 では,こ
れ ら妙 な綴字に対 し,音 を意識 したために故意に作 られた誤字 である とい
う点か ら・phoneticmisspellingとい う呼称 を用 いた い と思 う。
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2.phoneticmisspellingの意 味
ph。neticmisspellingの使用者 が ユーモ リス トであることを考えると・
この誤字には思いの他多 くの威力が備わ ってい るよ うに思える。
第一 に,そ れ は視覚的ユーモアを生 み出 している。初め てユーモ リス ト
た ちの作品を 目に した時,読 者は 目に写る綴 りその もの(appearance)に,
単纏 面 白い,奇 妙だ,と い う強舜11な印象綬 け る・特にBr・wneカミ用
いた"be4""henso4th'・(他there4もよ く用い られ ている)と い うi数字を
含んだ綴字は,Blairの表現を働 るな らば・ま さに 「ことぽのア クロバ
ッ ト」 であ り,実 験 的な シ ョ・一で もあるかの ように当時 の読者 の 目を引 き
つけたはず である。 そ して現在 で もその効果 は失せ ていない。 元来ver-
nacularを売物 としていた19世 紀 のユーモ リス トたちに とって・ またそ
れを求め ていた読者)`Yとって,目 に直接 訴}る ユーモアは不可欠な もので
あ ったにちがいない。
た だ し,19世 紀 ユーモ リス トた ちの作品は・ 目に焼 きついただけでな
く,実 際 の発音を想起 させ る綴字の力で恥 も強い響 きを残 した・彼 らの
活動 の中心は講演 であ り,そ こでのqの 面 白さ謎 力が人気の源であ っ
た.そ の謝 嘲 をそのま蚊 字化 した(し ようとした)結 果生まれた作
品の中に も澄 場人物 の生 の声があ り講 演者 と聴衆 のあいだの一体感,
呼吸一 ズ ムが生 まれた のである.あ る意味で1ま,ここまで雛 した音 の
文字化,語 りの紙上再現は,ユ ーモ リス トた ちに とっては リア リズム追究
の一つ のアプ ローチであ った のか もしれ ない。
実際に読 者の 目と耳へのア ピールは夢卜常に効果的だ った ようで・Josh
Billingsの短編 ・・Essayonthemule"は・正 しい綴字で発表 した時には
大失敗に終 ったが,ph・neticmisspelling用い て"Essa・ntheMue1"
と題 して 出版 し直 した ところは たた 燗 に店頭か ら姿を消 した とい う9)・
さらに,phoneticmisspellingの多用は,そ の使用者(発 話者)が,非
標準 である こと,ま たは無教養 であることを 自ずか らほのめかす ことにな
った 。結果,作 者は 自分の身につけるマス クとしての,あ るいは 自己の分
身 としての主人公 ・foolcharacter"の創造に成功 した。主人公た ちは・
本 か らの学 問 とは無縁 の無教養な人間で,笑 われる存在 ではあるが・形式
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的 な も の,権 威 を 押 しつ け る もの に は 立 ち 向 う大 衆 の 一 員 と して ,読 者 に
身 近 な 人 物 と写 っ た 。 そ れ がBrowneの 生 ん だ 主 人 公ArtemusWard
で あ りrLockeのPetroleumVesuviasNasbyであ り
,ShawのJosh
Billingsなの で あ る 。 そ して つ い に は ,作 者 自身 が 自 分 の 創 っ た"fool
character"と同0視 され る に 至 る 。Browneら1iterarycomedian以前
の ユ ー モ リス トた ち も各 々独 得 な 主 人 公 を 生 み 出 して は い る が
,phOnetic
mlsspellingや方 言 の使 用 が 不 徹 底 で あ っ た た め ,・・foolcharacter"とし










用 いる ことで・笑われ;あ ざけ られ る主人公た ち と完全に一体化 し,Shaw
は髪をふ り乱すJoshBillingsとして,Lockeは揺 りいすにゆ られ なが ら
悪態 をつ くPetr・1eumNasbyとして,Br・wneは,腹 咄 たはげ頭 の見
せ物小屋 の主 人ArtemusWardとして,読 者 に受け入れ られ てい った。
作者 自身 も,演 壇 に立つ時 には,自 分が生 み出 した主人公に な りきって,
いわばそのマス クをつけ て,腕 を振 り上げr髪 をふ り乱 し,今 でい うパ フ
ォー マーンスを 演 じた ので あ る。
しか し実際 の作者た ちは,け っして無教養な人物であ ったわけではない。
Browneは判事 の息子 として生 まれ,Lockeは市会議員をつ とめ,Shaw
は議員の父を持 ち大学教育 まで受けた。何 よ りもジャーナ リス トとして働
くうちに,標 準英語や書 きことばに親 しんでいた はずである。 どちらか と
い うと教養人 の部類に属する彼 らは,無 教養な人物にな りす ますた めの工
夫 として,phoneticmisspellingを多用 したのである。作者 と登場人物 と
を 同一視す る錯覚,な い しは作者 のパ ー ソナ リテ ィ のー 二 面 性 こそ が ,彼
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らの娯楽的 ユーモアの根源 とな っていた のである。
無教養ぶ りを強調 されている"foolcharacter"は・別の面で もユーモ
アに彩 を添 えている。 先の引用例か らもわか る ように,19世 紀 ユーモ リ
ス トたちの特徴の一つは,形 式,権 威を嫌い,現 実的 な思考や生活 の知恵
を重ん じた ことである。彼 らの筆 の調子は,形 式主義 に向 った時・強い風
刺 の色合いを帯びる。読者 の方 も,威 張 った女権運動 家の鼻柱がへ し折 ら
れた り,強 引に兵士を募 ろ うとする権力者 がか らかわれた り,古 い伝統を
重ん じる ヨー ロッパ人が現実的 なア メリカ人にや り込め られた りする姿を
見 て,快 感を覚}た 。 しか もその風刺や皮 肉が,読 者に とって身近な存在
である"foolcharacter"の口か ら発せ られた時には・快感はひ としおで
あ ったはずで ある。ユーモ リス トの一人であるCharlesHenrySmithは・
misspellingはユーモアのスパイスである と述 べ ているが11),まさにユー
モアを強 め,味 わいを 深 め るための 有効な 工夫 としてphonetlcmls-
spellingの果た した役割は大 きい。
権 力に対する風刺 とい う観点か ら眺め ると,権 力者側 の人物 の言葉 まで
が誤字で表記 され てい ることも意義深い。Browneの描 く世界では,王 も
女王 も大統領 も,そ して"foolcharacter"も,語りは皆 同様な誤字で表わ













(ア ソ ダ ー ラ イ ソ は 筆 者 に よ る)
あ くまで も,発 音 を 文字 の 外見 に 写 しとろ うとするphoneticmis一
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spellingの試 み は ・ 単 な る ふ ざけ ,遊 び の 領 域 を 越 え て,ユ 一ーモ ア の本 質
に ま で 介 入 す る 力 を 秘 め て い た の で あ る 。
3・MarkTwainとphoneticmisspelling
本名をSamuelLanghorneClemensとい うMarkTwainは ,1835
年 ミズー リ州の 寒村 フロ リダで生 まれた。12才 で学校教育を離 れ て以来,
"JumpingFro9"(1865)の短編で世 に知 られ るよ う
になるまで,植 字工,
新聞の通信員,水 先案内人,雑 誌記者 とい う具合に,様 々な生活体験 を した。
兄 と共に大陸横断を し,金 鉱捜 しを した こともある。 ジャーナ リズムの世
界 に入 ってか らは・講演活動 も積極的に行 い,BrOwneやLockeの後輩
で もあ った。出世作 の"JumpingFro9"が,Browneの手を経て出版 され
た とい う経緯 も考 え合わせ る と,文 学 の流れの中で,TwainをBrowne
らliterarycomedianの後 を継 ぐ者 として位置づける ことが妥当だろ う。
綴字 の面におい ても・TwainがBrowneらのphoneticmisspellingを
踏襲 していた ことがわか る文章があ る。MarkTwainと い うペ ンネ_ム







































1856年1月 に,イ リノ イ 州 の地 方 紙ExpressJournalofthePeople
に 載 せ られ た も の で,デ ビ ュー 作"TheDandyFrighteningtheSquatte「"
(1852)発表 後4年 目 の,Twainと して は 最 も初 期 の 作 品 に 属 す る も の で
あ る 。
引 用 は 全 文 の3分 の2程 で あ る が,一 見 して わ か る よ うに ・date「
(daughter),naborhood(neighborhood),eddycation(education},spellen
(spelling),thot(thought),cum(come),を始 め と して 多数 のphonetic
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misspellingが全編に散 らば っている。sed(said),uv(of)などBrowne
らの使用 した綴字 と同 じもの もかな りある。
さらに内容を考 えてゆ くと,こ の小品は,Browneらの踏襲 とい うよ り
も,19世 紀後半 に見 られたphoneticmisspellingを利用 した ユ_モ アの
典型 とも呼べ るであろ う。娘 の勉強ぶ りを見学 に出かけた語 り手Soleは,
"110ve
・Heloves,"といわ ゆる動 詞の格変化ばか りを単 調に繰 り返す文
法 の授業に疑 闇を持つ。そ して 「0体何を愛 してい る の か。」 と娘を問い
つめ,動 詞 を実際に使用する際 に対 象物がいかに大切であるかを教師に食
ってかかる。形式 づ くめで,現 実性 に乏 しい文法の勉 強 と,誤 字だ らけで,
一見無教養 な語 り手Soleと の対比が実に面 白い
。また文法 とい うことば
の形式 と最 も深 く関わ った テーマを,phoneticmisspellingとい う形式を
無視 した文体で風刺 しているた め,文 法に代表 され る形式主義,権 威主義,
非現実性に対す る風刺 の色合いは一層鋭 く,ま た ユーモ ラスにな ってい る。
その上,作 者Twain・(Clemens)とは異 った人物 である語 り手Soleのs
非常に くだけた リズムのある語 り口調が生 き生 きと伝わ り,現 実的ではあ
るがやや気 の荒い語 り手の性格づけ も見事 に成 され ている。
Twain自身は・学校教育はあま り受け ていないに して もa様 々 な 生活
体験 を通 して,当 然 なが ら標準英語,書 き ことぽに対する認識は深か った
はずである。その良い例 として,イ ギ リスでのイ ンタ ビューの席上で,あ
ま りきれ いな英 語を話すのでイ ンタ ビュアーが驚いた とい うエ ピソー ドが
残 っているほ どである14)。そ うしてみる と,こ の小品に見 られるTwain
の文体・phoneticmisspellingの多用は,彼 が さ ぐり当 てた ユーモアを伝
えるため の媒介だった といえ よう。
Twainにまで影響を及ぼ したphoneticmisspellingを用いた文体 の隆
盛は,一 種 の社会現象 として思わ ぬ 方 向 に 発 展 した。1903年,Bander
Matthewsの提唱,AndrewCarnegieの支金援助 の もとで,National
SimplifiedSpellingBoardとい う委員会 が出来たのである。冗談好 きの
ア メ リカ人の ことであるか ら,当 時注 目を浴びていた文体 に着 目して茶化
した もの,ふ ざけ,と しての要素 も皆無 では ないだろ う。 しか し,発 音 さ
れ ない語尾 の"e"を とるr(love→lov),発音 され な い"u"を 落 と す
(honour→honor),lf1音を表わす綴 り"ph"は ・f"に変 える,な ど理
論的に も妥 当な綴字の簡素化を 目指 していた ものであ った。Twainは ,
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WilliamJames,DavidStarJordanらと共 に 委 員 会 の メ ソバ ーに 選 ぼ
れ,簡 素 化 され た 綴 字,及 びphoneticmisspellingを擁 護 す る よ うな ス















plesiosauriananisodactylousaspects"とい う驚 くほ ど長 い タ イ トル の
文 章 依 頼 が 来 た 時 だ とい う。 当 時}1語7セ ソ トの契 約 で文 を 書 い て い た
Twainに と っ て,文 字 数 の 多 い 語 は 出 来 る だ け 避 け た か っ た し・ 同 じ長
さ の文 章 を 書 くの な らば,少 しで も語 数 を ふ や して 多 くの 収 入 を 得 る こ と
が 重 要 で あ った 。 運 動 へ の 賛 同 は,こ う した 現 実 的 な 問 題 が 切 っ掛 け だ っ
た とい うの で あ る 。 この 長 い タ イ トル は,も ち ろ ん 実 際 の もの で は な く,
接 頭 語,接 尾 語 を 駆 使 し,文 字 数 の 多 い 単 語 の 見 本 と して,か な りオ ー バ
_に 作 られ た も の で あ る 。 また,ス ピ ー チ 自体 に も,Twain特 有 の ほ ら
話(talltale)的要 素 や 茶 化 しが 含 まれ て い る こ と も否 め な い 。
しか しTwainの 綴 字 簡 素 化 に 対 す る態 度 は あ くま で も 明確 で,簡 素 化
され た 綴 字 を 用 い た 手 紙 の 一 例 を 提 示 して,そ れ に よ っ て も 感 情(emo・
tion)や事 実(fact)は十 分 に 伝 わ る もの だ と強 調 して い る 。 「古 い 伝 統 を
守 っ て 従 来 の綴 字 に 固 執 す る こ とは,家 の 中 に 癌 を 巣 食 わ せ て い る よ うな
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も の だ 。 癌 は 取 り除 か な け れ ば な ら な い 。」18)とい う こ とば に は ,古 い も の
に こだ わ り,新 風 を 受 け 入 れ よ う と しな い 社 会 ,特 に 出版 界 へ の 痛 烈 な風
刺 も込 め られ て い る ・ さ らに 語 彙 の 選 択 に も触 れ て ,"metropolis"の代
わ りに は"city??"policeman"の代 わ りに は"coP"を と,合 理 的 な
こ と ば の 使 用 を 支 持 して い る 。17)
SimplifiedSpellingの運 動 主 旨は ,phoneticspellingのそ れ と全 く
同___,のも の で は な い 。 しか し,形 式 や 権 威 に 対 抗 し,現 実 的 な もの を 追 い
求 め る とい う精 神 的 土 台 は 共 通 の もの で あ った 。 そ の 土 台 の 上 に,語 りを
生 か す た め の 方 言 や 誤 字 の 利 用,語 彙 の選 択h ,こ とば の 持 つ 様 々 な 要
素 が 積 み 重 な り・Twainの 関 心 は ,語 りの こ とば,語 りか ら生 まれ る ユ
ー モ ア へ と集 約 され て い
った の で あ る 。
4・ 語 りのユーモアと書 きことば
語 りと ユ 一ーモ ア の 関 わ りを 考 え る時 f最 初 に 思 い 出 され る の は,humor.
oussto「y・comicstory・wittystoryの違 い に つ い てTwainが 書 い た
"HowToTellaSt





e貿ectup・nthe伽 纏 召ア ・fthetelling;thec・micst。ryand
thewittystoryuponthematter.ユ8)
comlcsto「y・wlttystoryはと もか く,humorousstoryは,話 の 中
身 で は な く話 し方(語 り方)が 重 要 だ と い う主 旨 の文 章 で あ る 。 さ らに,
comlcsto「yを話 す 時 に は ・ これ か ら面 白 い(funny)話 を す る と予 告 し
て よい が ・humorousstoryを話 す 時 に は ,あ く ま で も ま じめ くさ っ て,
話 の 中 に は 面 白 い こ と な ど何 も な い と い った 表 情 で な け れ ば な ら な い と し
て い る 。 い わ ゆ る ポ ー カ ー ・フ ェ ー ス の必 要 性 を 説 い て い る の だ
。 同 様 な
発 言 が,オ ー ス トラ リア で の イ ン タ ビ ュー 記 事 の 中 に も見 られ る 。







人工的ではな く,あ くまで も自然で,何 の意図 もないか のよ うに思える
語 り方 その語 りか ら生 まれ るユーモアこそが・Twainが 最 良 と考 え
る,ア メリカ独得 のユーモアなのである。
では,語 りの中で生 まれ るユーモアは,書 きことば の中に どの ように生
か され てい ったのであろ うか。Twainは,様 々な機会に・語 りのことば と
書 きことば のつ なが りについて言及 している。代表的な例が,"Fenimo「e
Cooper,sLiteraryOffenses"に見 られ る。Twainは書 きことばの条件
として(1)会 話 は実際に話 された通 りに再現 され なければな らない。(2)
表現 したい ことに 近 い ことぽ(cousinword)ではな く・ ぴ った りとし
た ことぽ(rightword)を使用 しなけれぽな らない。な どを挙げた上で・








Twainにとって,こ とぽ とは音楽,音,す なわ ち語 りの ことば を 意味
す る ものであ った。適格な音を捉 えられ ない者か らは・適格な ことぽは生
まれ ない。 どこかずれ て しま う。つ ま り,こ とばの持つ音 の効果をつかむ
ことが書 きことばの第一歩 だ とい うのである。歌 うが如 く,語 るが如 く書
くこ と,そ れ がTwainの 究極の 目的であ ったのだ・そのた め・語 りを再
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現す ることばの選択は厳 格でなけれ ばな らない。そ して,こ れ ぞ適語であ
る とい うことばを活字 の中に取 り入れた ときは じめて,語 りの ことばの持
つ生 き生 きとした表情が生 まれ,奥 深い意味 を伝 えることが できるのであ
る。 ことばの表情や リズ ムや 活 力 が,Twainが い う と こ ろ の"word
music"であ り,語 りの音なのである。「rightwordはr文 を創 る者に と
っての・ また読む者 に とっての道案 内」なのである。 この"rightword"
に出会 った時,人 は心 の中で歓喜 するだけでな く,身 震 い さ え 感 じる の
だ。21)
語 りのユーモア・語 りの文学 とい う点か らみる と,"JumpingFro9"の
話 は,や は りTwainの 代表作 と言えるのか もしれない。
作者 とおぼ しき 「私」 がLeonidasW.Smileyなる人物を捜 しに鉱 山
へ出かけ・居酒屋でSimonWheelerとい う老人に声をかけたために,老
人 のむだ話に耳を傾け る羽 目に なるとい う設定 の話 だ。飛 び比べをす る蛙
の話は,ア メ リカ人に とっては 目新 しい ものではな く,西 部 を中心に広 ま
っていたほ ら話 の一つである。 しか し,そ こに登場 した 語 り手 と しての
Wheeler老人はsTwainが 理想 とす るユーモアの語 り手を具現化 した よ
うな人物で,目 的の尋 ね人 とは全 く関係のない賭事 の話を,ポ ー カ_.フ
ェースで淡 々 と語 り続ける。読者はいつ しか彼 の自然 な語 りのテ クニ ック












何 もか も心得 ていなが ら,何 も知 らぬふ りを してrい かに も思 い出 しなが
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ら話 しを し て い る とい う風 をi装ったWheeler老 人 の 語 り 口調 が 自然 に 伝
わ り,数 は 少 な い も の の,feller(fellow),reg'lar(regular)等のphoPρtlc
misspellingが,語りの リズ ムを 生 み 出 す 役 目を 担 っ て い る 。
phoneticmisspellingはTwainがめ ざ したrightwordの一 つ の 形 で
あ り,そ のrightwordを礎 に した 語 りの文 学 は ・ 特 に 彼 の 短 編 の 中 で ・
脈 々 と息 づ い て い た の で あ る 。
お わ り に
19世 紀 も終わ りに近づ くと,LockeやBrowneの 姿は演壇か ら消え,
彼 らの主人公た ちを特徴づけた妙な綴字 も,次 第に読者の記憶の中で薄 ら
いでい った。綴 字の簡素化を提唱 した委員会 も,こ れ とい った成果を見な
いまま1915年には解散する運命をた どる。そ うした時代の変化の中で・
Twain自身 もBrowneら19世 紀 のユーモ リス トたちの殻を打 ち破 る こ












彼 らは 最 早 過 去 の 人 物 で あ り,misspellingもt単な る しか け(trick)
の 一 つ と して の 意 味 を 持 つ に 過 ぎな くな った 。 そ してTwainは ・ 彼 らを
越 え て新 しい 語 り と語 りの ユ ー モ アを 模 索 し続 け た の で あ る 。 しか し新 し
い 語 りは,ヨ ー ロ ッパ 旅 行 体 験 談 で あ るTheInnocentsAbroad(1869)
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において も,ま た,主 人公の世界を外側か ら眺め て語 ったTheAdven-
turesofTomSawyer(1876)において も,実 現 され得なか った 。Twain
が理想 とす る語 りは,学 校教育 とは無縁であるが,生 活 の知恵に富み,自
由を希求 し,時 に嘘 をつ きなが らも,ポ ーカー ・フェースで気 ままに語 る
少年ハ ックの登場を もって,始 めて実現 した のである。
TheAdventuresofHuckleberryFinn(1885)の中で極めて重要な地
位を占める ことばについ て,Twainは 冒頭 のexplanatoryで注意を促 し
ている。 これは,読 者に対 する説 明とい うよ りも,長 い間自分 自身に課 し
ていた・語 りの文学,話 しことばに よる文学 の実現への挑戦 とも,ま たそ











ここでい うdialectとは,も ちろん単 なる地 方方言や階級方言ではな く,
生 きた語 りを導 くため のことば の全 ての要素phoneticmisspelling,
口謁 リズ ム,語 彙等 を総 括的に とらえた ものであろ う。そ して冒頭



















単 音 節 の 語 の 繰 り返 し,単 文 の 繰 り返 し。"JudgeThatcherhe… ・"
とい った 冗 慢 さを 出 す た め の 代 名 詞 の 利 用 。"sivilise"とい うphonetic
misspellingの工 夫 。 こ う した 様 々 な 要 素 が 重 な り合 って,自 然 で生 ぎ生
き と した ハ ヅ クの 語 り口,こ とぽ が 生 ま れ た の で あ る 。 い わ ぽ,Twainの
内 な る 声 が 求 め 続 け て きた 全 て を 語 り得 る こ とぽ 語 りと文 学 と人 間 と
が 一 体 化 した こ とば が 誕 生 した の で あ る 。
Hemingwayが,TheAdventuresOf」磁6々1θ加77ッ」Finnは,ア メ リ
カ文 学 の 源 で あ る と語 る 時,彼 の 関 心 はTwainの 文 体Sこ とば の上 に あ
った 。 ハ ヅ ク少 年 の 語 りの こ とぽ は,確 か に そ の 後 の ア メ リ カ文 学 の 根 源
で あ り,始 ま りで もあ った 。 しか しそ れ と同 時 に,19世 紀 の ユ ー モ リス
トた ち が 追 い 求 め た 語 りと ユ ー モ ア と書 き こ とば の 融 合 と い う観 点 に 立 つ
と,そ の達 成 され た もの と して,TheAdventuresofHuckleberry・F吻π
を 捉}る こ とが 可 能 で あ る 。 そ の 意 味 で,ユ ー モ リス トた ち の 妙 な 綴 字
phon.eticmisspellingへの 傾 倒 は,ア メ リカ文 学 独 得 の 語 りを生 む た め の ・

































Press,1973),P・128・同 様 に,ConstanceRourkeも"misspelling"とい う





Lincolnは,Browneの 作 品 を 個 人 的 に 愛 読 した だ け で な く,"High-Handed




そ の 他 ・eyedialectと して の 記 載 が あ る も の は,hed,frend,uthersの3語
で,「 日 常 的 な 標 準 語 を そ の 標 準 発 音 に 合 わ せ て,音 声 表 記 まが い の 綴 字 で 書





さ ら に ・GeorgeWashingtonCableは,mlsspellingは,ユ ー モ リス トに と
































Matthews,oρ.cit.,P.172.原 文 を 引 用 し て お く 。
Wheneverwecomeupononeofthoseintenselyrightwordsinabook
oranewspapertheresultingeffectisphysicalaswellasspiritual,and
electricallyprompt;ittinglesexquisitelyaroundthroughthewallsof
themouthandtastesastartandcrispandgoodasthesutumn-butter
thatcreamsthesumac-berry.
SamuelL.Clemens,"TheNotoriousJumpingFrogofCalaverasCounty,"
TheCompleteShortStoriesofMarkTwain,ed.CharlesNeider(New
York:Doubleday&Company,1957),p.2.
SamuelL.Clemens,z「heAutobiographyofMα γたTwain,ed・Charles
Neider(NewYork:Harper&Row,X917),p.297.
SamuelL.Clemens,The!44z,6班 κ76∫(ゾHzsckleberyyFinn,TheWritings
ofルdarkTzoα ゴπvo1.XIII(v)・
Ibid.,p.15.
